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☆第 32 回 日芸協中部コンサート

昨年はコロナ禍で開催が中止となり、今年も予定

されていた２月６日（日）が蔓延防止措置のため４

月 2７日（水）に延期となりました。まだ先が見え

ない中でしたが2年2ケ月振りに「ウインクあいち」

（名古屋市中村区）で開催することができました。

客席はコロナの影響で３割程の入りで空き席が目

立ちました。独奏 10 人、合奏 1 組、四重奏４組、

五重奏 1 組の延べ 40 人の出演者による演奏。出演

された方からは練習の成果を存分に発揮しようと

する意気込みが感じられました。ゲストは世界的な

クロマチックハーモニカ奏者の和谷泰扶さんと奥

様の麻里子さんのピアノ伴奏。ハーモニカとは思え

ない管楽器のような透きとおった音色と高度なテ

クニックを駆使しての演奏にホールでしか味わえ

ない臨場感ある迫力、

見ごたえ、又 美しい

音色の響きが全身に伝

わるような感銘を受け、

会場からは惜しみない

拍手が送られました。

☆第 27 回 アンデパンダン発表会

昨年、一昨年と新型コロナの影響でやむなく開催

中止となりましたが、今年は 8 月 28 日（日）12 時

半よりウイルあいち（名古屋市東区）で開催されま

す。独奏７人、二重奏１組、合奏 9 組、又 師範、

準師範合格者、FIH ハーモニカコンテスト複音ソロ

部門で第 3 位入賞の田中恭枝さんが出演。ゲストに

第 1回ハーモニカ演懐コンクール複音部門第１位入

賞の柴山真由美さん(当会会員）をお迎えしていま

す。大ホールで生演奏の音、空間を味わうことがで

きますので、ぜひご来場ください。会場ではコロナ

ウイルス感染予防対策をとり安全、安心な運営を行

います。

☆心に響く演奏をするための

「易しい 奏法に関する研修会」

日 時：11 月 26 日（土）13：30～16：30

場 所：ウインクあいち 1104 会議室

内 容：詳細は８月中に研修案内書でご案内

いたします。

講 師：加藤精吾さん（当会会長、大師範）

☆日本ハーモニカ芸術協会（本部）総会

4 月 25 日（月）13 時より東京・日暮里サニーホ

ールで開催されました。議長に加藤精吾理事長（当

会会長）を選出。第 1 号議案 2021 年度事業及び決

算報告、第 2 号議案 2022 年度事業計画及び予算

（案）、第 3 号議案 理事の承認、第 4 号議案 会則

改定（30 歳以下の会員の年会費を半額とする）の

各議案が、賛成多数で承認されました。この後 新

理事、支部長の辞令交付、グレード認定証、長老栄

誉賞、佐藤秀廊賞の授与、並びに感謝状の贈呈が行

われました。総会後には、２年ぶりに「春のハーモ

ニカまつり」が開催されました。第一部では独奏の

中西基起さん、第二部ではボンボアのデュオの熱演

により会場は大いに盛り上がりました。この演奏会

はインターネットによるライブ配信も実施されま

した。

☆日芸協中部(当会） 総会

5 月 1 日（土）ウインクあいち（名古屋市中村区）

にて 10 時より年次総会が開催されました。大澤理

事長の開会宣言で、総会員数 608 人<注>のうち出席

者 508 人（委任状を含む）をもって総会成立が報告

されました。加藤会長の挨拶の後、議長に戸田 明

さんが選出されました。第1号議案2021年度事業・

決算報告について伊藤事務局長から説明の後、出口

監査役から適正であるとの報告があり、賛成多数で

承認されました。 第２号議案 2022 年度事業計画・

予算案についても賛成多数で承認されました。今年

度の主な事業は、既に昨年度開催予定が新型コロナ

の影響で今年度に延期された第 32 回日芸協中部コ

ンサートの他、年 3 回の広報紙の発行、第 27 回ア

ンデパンダン発表会、第 33 回日芸協中部コンサー

ト（ゲストは柳川優子さんの予定）、研修会２回の

予定です。今後の新型コロナの感染拡大による事業

の縮小、延期、中止が心配されますが、計画通りに

開催できることを祈念いたします。議事終了後、加

藤会長より準師範合格者 5 人、長老栄誉賞受賞者 3

人の紹介がありました。（詳細は裏面）

<注>会員数の推移

2019 年（コロナ前）785 人→ 2020 年 669 人→

2021 年 608 人→ 2022 年 7 月現在 549 人

現状はコロナ前の 2019 年に対し 30％減

☆第 40 回 FIH ハーモニカコンテスト

6 月 11 日（土）全通ホール（東京・御茶ノ水）

で決勝ライブが開催されました。当会会員では、複

音ソロ部門で田中恭枝さん（福井県）が第３位に入

賞されました。

演奏曲は“「城ケ島の雨」による幻想曲”でした。
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2022 年 4 月 中部支部関係分

【初級】★ハーモニカみわ=西澤稜而 ★岡崎りぶ

ら=熊谷明博 ★ミュージックショップリバー=有

我芳乃 ★豊橋豊翔会=村田賢治

【中級】★武豊サークル=佐藤仁美 ★ハモニカ福

井 勝山=前川幸江

【上級】★中日（一宮）=河村明子 ★岡崎りぶら=

小林吉夫 ★中日（豊田）=酒井絹子、外村令子

★岐阜ハーモニカ愛好会=石田美江

【研究科】★パティオクラブ=村瀬優子 ★岐阜ハ

ーモニカ愛好会=伊藤育枝 ★ハモニカ福井 勝山=

金谷一枝 ★中村教室=宮崎勝次

【準師範】辻 豊志 (豊川市)、山口 寛 (豊橋市)、

鈴木和子 (豊橋市)、奥田ちゑ子 (越前市)、樋口美

穂 (鈴鹿市)

【長老栄誉賞】野々目邦弘 (知多郡東浦町)、鷲野

荘一 (名古屋市)、岡林準一 (津市)

☆アンサンブル パライーゾ コンサート

6 月 12 日（日）名古屋市千種文化小劇場で開催

されました。劇場は舞台の 3 方向に客席が配置さ

れ、演奏者を間近に見ることができ、ハーモニカの

音色、響きが耳に迫ってきました。コロナ禍の中、

ほぼ空席なしの約 200 人が来場し、会場は熱気に溢

れていました。パライーゾが 11 曲、トリオ 99 が 4

曲を演奏し、いずれも圧巻の素晴らしい演奏でし

た。ゲストの渡部千里さんは 8 歳から 15 年間石川

澄男さん（大師範）に師事され、各種コンテストに

上位入賞された方です。奥様のピアノ伴奏による独

奏で 8 曲を熱演され

会場からは大きな拍

手がありました。

フィナーレは会場か

らの手拍子に合わせ「ウイーンはウイーン」を演奏、

アンコールの「ハバナギラ」で最高潮を迎え、大拍

手の中で幕となりました。

☆第 16 回 全知多ハーモニカ演奏会

6 月 19 日（日）13 時より、大府市愛三文化会館で

知多支部主催により開催されました。演奏者 76人（合

奏８組、二重奏２組、四重奏２組、五重奏１組、独

奏９人）が熱演しました。コロナ禍の中で 501 人と

多数の方が来場し、出演者と一体となり演奏を楽し

みました。ゲスト出

演は加藤精吾さん（当

会会長）をお迎えしま

した。ウクライナから

大府市内などに避難してみえる方々を招待する計画

があり、急遽 加藤教室の山田かをるさん（師範）、

安藤 謙さんが加わった三重奏で、ハーモニカ用に編

曲された国歌「ウクライナは滅びず」と「キーウの

鳥の歌」が演奏されました。私たちの心を打つ熱演

でした。残念ながら避難者の来場は急な都合でかな

いませんでしたが地元紙にも大きく取り上げられま

した。当日は会場でウクライナ支援の義援金が 11 万

円程寄せられました。一刻も早い戦禍の終了を心よ

り祈ります。 （寄稿：柴田哲哉さん）

☆第 16 回 三河ハーモニカ演奏会

6 月 26 日（日）岡崎市シビックセンターで開催さ

れました。ハーモニカを習っている方にできるだけ多

くの出演の機会をとの思いから、今年は、合奏・重奏

が 20 組で 38 曲、独奏が 19 曲の演奏で延べ 117 人の

出演があり、200 人を越す聴衆参加となりました。コ

ロナ禍で練習時間が取りにくい状況を乗り越えて練

習した成果を熱演されました。小・中学生 11 人によ

る斉奏もありました。毎年出演が恒例となっている松

山翔真さん、杉浦暖さん、松山悠翔さんの見事な演奏

は、中学生になり着実な技術の向上を感じさせまし

た。また久曾神まつ枝さんが指導の視覚障害の 8 人に

よる息の合った合奏に

エネルギーをもらいま

した。最後は三河地域

から今年準師範に合格

された 3 人の演奏で締

めくくり、来年の演奏会での再会を約して終演しまし

た。 （寄稿：野々目邦弘さん）


